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１. 研究、制作の背景と目的 
インダストリー3.0 時代以来、工業製品の生
産技術は日進月歩で発展してきました。同時に、
生産側だけではなく、使用側の要求も徐々に伝
統生産の束縛から解放されてきて、日常領域で
の応用も幅広く、多種多様になってきました。
近年、世界中で「エコ建築」という概念も次々
と現われてきました。また、様々な環境に優し
い原材料とエコ技術も我々の普段の生活に近づ
いてきました。中でもアクリル樹脂(PMMA)は、
安価で、成形とリサイクルが容易であり、多く
の産業で利用されている工業材料である。 
本論は建築領域に対して、アクリル樹脂の応
用できる可能性を探し出し,製品化の可能性を
さぐるものである。 
２. 研究調査の概要 
アクリル樹脂はプラスチック材の一種ですが、
重合度が高い重合体なので、薄くても耐衝撃が
ある硬く物性の良い物が出来るし、主にメタク
リル酸で重合されたため、透明度の最も高い物
の一つであり、熱可塑性で複雑な形状に加工す
ることが可能です。ただし、樹脂材であること
で耐酸性と耐熱性が弱い。 
アクリル樹脂の製法：ラジカル重合により、
重合度が 10,000–15,000 程度の製品が作ら
れている。 
アクリル樹脂の性質：メタクリル酸エステル
重合体（ポリマー）は透明度の最も高いものの
一つで、屈折率も 1.49 と高く、熱可塑性で複
雑な形状に加工することが可能なために光学材
料の素材として汎用されている。 
アクリル樹脂の用途：ポリメタクリル酸エス
テル樹脂は高い透明性・耐衝撃性があり、熱可
塑形成・着色が容易なことから、無機ガラスの
代用品として建築や乗物の窓材、照明器具のカ
バー、提灯看板、道路標識、日用品、事務用品、
工芸品、腕時計の風防などに利用される。 
アクリル樹脂の主な種類：アクリル樹脂板、
アクリル樹脂成型材料、アクリル樹脂フィルム
と水槽用アクリル樹脂パネル等。 
アクリル製品の成形方法：圧縮成形、インフ
レーション成形、真空成形、注形法、押出成形、
中空(ブロー)成形、射出成形、トランスファー
成形、スラッシュ成形、注入成形、発泡成形等
およそ 30 種類。 
本論では真空成形が主要成形手段としてデザ
インを展開することにした。 
３. インテリアでアクリル材の応用分析 
今日本で主なインテリアデザイン様式は概略
して現代式(モダン)、伝統式(和式)、西洋式 
(クラシック)三つがある。モダンと和式デザイ
ン様式は簡潔のデザインをされ、実用主義に推
称して現代的なデザイン手法であるから、装飾
材はほどんとつかわず、その代わりに機能性と
実用性が持つ家具などの家庭道具は装飾ものに
なる場が多い。そのため西洋式 (クラシック)を
主要対象として調査を続いた。 
主な西洋式建築様式――バロック、アールヌ
ーボーとアールデコについての調査。日本代表
的の四つハウスメーカー(オーガニックハウス、
東急ホームズ、三井ホーム、アーネストホーム)
のデザインコンセプトを調査、分析しました。
また、特定対象――高齢者、子供、ペット飼い
主に対しての調査も行った。 
現在の技術でアクリル材製品化によると、建
築の基本構成材として使用されるのはまだ難し
いことが分かってきました。そして建築装飾材
またインテリア製品は可能性が高く、調査資料
によるとハウスメーカーは各自のデザイン特点
を強調するために上質な天然木、大理石、金属
等上質な材料を使用されている。アクリルは外
観的に他の材質が模倣できるですが、日常的に
使用上の強度が不確定や近くに見ると見栄えが
良くないなどの欠点があり、公共施設や娯楽施
設で応用できると思いますが、個人住宅中で既
存の装飾部件を取り替わることが難しいという
結論が出てくる。ところで、アクリル材が水に
強い特点から見ると、水回りスペースで新しい
製品を創り出す可能性が高いと思う。 
高齢者、子供またペット飼い主の調査による
と、高齢者に対して安全性や耐用性がより重要
に対応されるため、アクリル材で造って取替わ
るとしても、既存品での使用材より良い所は著
しくない。 
ペット対象とする既存品は実用性が重視され
て、建築に関わるアクリル商品が少ない。また、
ペット特に犬が物噛むのが好きなので、アクリ
ル噛んでしまうと安全面の疑問が残っている。 
子供に対してアクリルの安全面問題はある段
階で(乳児が噛む等)残っているですが、展示性
と収納性等の特長が十分発揮できる。また子供
室が時間にわたっていろいろ変化が起きる場が
多いので、アクリル軽質で安価で多様な形が対
応できる特長で他のスペースより製品を創り出
す可能性が高いと思う。 
４. 本論の標的スペースの絞り 
住宅の中で構成材において伝統な材質と比べ
てアクリル材の製品は現在の技術によって特に
超える所がないため、住宅の構成材になること
が難しい。インテリアスペースの中で、アクリ
ルの透明(展示性)、水に強い等の特長がもっと
も発揮できる空間は壁(かけもの)と水回りなど
のところであり、本論の提案がその二つのスペ
ースを絞って標的スペースとなる。 
５. 提案 
１）壁収納：子供はクレヨンや鉛筆等の文房
具を散乱しがちなので、手軽に収納や整理がで
きる壁また扉につけるアクリル材の製品を提案
する。アクリル板が膜を張ることで簡単に模様
を変えることができ、子供向きに様々な図案や
模様が短時間で対応できる(例.クロマチックサ
ークル、子供が色の勉強になれる)。まだ子供
の遊び場や寝室の中、机の上などいろいろ場所
に設置されるし、薄く作っているので日常生活
には邪魔にならない、子供達が簡単に文房具収
納できるコナーが作る。 
２）トイレペーパー収納：日本は特別にトイ
レペーパーを家庭用清潔紙の一種類で分けてい
るですが、リサイクル特殊紙が使用されている
ため、普段トイレで幾つか用意しなければなら
ないので、あまりにも見栄えが良くないし、水
跳ねにより破ることも時々ある。そのために、
トイレペーパーが収納でき、見栄え良くするア
クリル材の製品を提案する。寸法は普通の窓枠
で置ける幅になっていて、販売されている商品
により三五六個に対応し、収納の形も外側と裏
側(トイレペーパーの隙間)二種類が用意してい
る。 
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